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医療や健康管理向けに様々な生体信号を計

測するウェアラブルセンサが注目されている。

呼吸センサとして、胴体の体積変化を機械的歪

みにより測定するバンドがあるが、体を締め付

けるため被験者のストレスとなる。我々は，衣

服内部に電極を配置して静電容量を測定する

方法を提案している。機械的な体の締め付けが

無い。先回、皮膚周辺で静電容量が形成され、

腹や胸部に配置した電極は、呼吸に伴う皮膚の

電気的厚さの変化を測定していると報告した

[1]。本報告では、皮膚に対する電極固定方法

を検討し、信号の静・動的な安定化を図った。 

表 1は検討した固定法である。スポーツテー

プは長期安定性が得られ難かった。傷あとに対

する有害な刺激保護用シリコーンジェルは皮

膚に安定して固定されるものの、2mm と厚く

容量信号が減少した。厚さ 7m の医療用ドレ

ッシングフィルム（エアウォール）は、安定か

つ容量信号が大きかった。以下はエアフォール

を利用し、4×4cm
2の電極 2 枚を腹に貼った。

電極中心間隔を約 7cm、縦方向は電極中心がへそとみぞおちの中間とした。図 1 は日中の容量の

変化である。基本的に自由に活動し、測定時のみマットに横になり姿勢を正した。周期 2s振幅 10pF

程度の周期信号は呼吸を表す。朝登校してから昼食前までベースラインは下がり、昼食を取ると

上がる。食事により皮膚の電気的厚みが小さく、静電容量が大きくなったと理解できる。バイオ

リズムが観られ、体形が然程変わらない週や月の期間では、静電容量値が体の状態を表すと期待

できる。図 2 は、前後屈の運動を伴い呼吸したときの静電容量である。前後屈して姿勢を留め 3

回の平常呼吸を行った。皮膚が大きくたるんだり伸びたりすると変化の割合が小さくなる。 
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図 2: 前後屈時の容量（各姿勢 3回呼吸）。 

図 1: 日中の静電容量の変化（同じ姿勢）。 

表 1: 検討した 3種類の電極固定法。 
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